
毛呂山町歴史民俗資料館 
〒３５０－０４３２  

埼玉県入間郡毛呂山町大類５３５ 

電 話 ０４９－２９５－８２８２  

F A X  ０４９－２９５－８２９７ 

E-mail rekisi@town.moroyama.saitama.jp  

※ホームページは毛呂山町トップページよりお入り下さい。 

交通 東武越生線 武州長瀬駅下車タクシー５分 

    JR 八高線 毛呂駅下車タクシー１０分 
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第
十
七
回
特
別
展 

会期 平成24年 11月 23日（金）～平成25年 1月 20日（日）

葛貫の獅子舞 

大類の獅子舞 

川角の獅子舞 

滝ノ入の獅子舞 



 

特特別別展展関関連連講講座座  

「「修修復復のの職職人人かからら見見たた獅獅子子頭頭」」  

1122 月月 22 日日（（日日））1133 時時 3300 分分～～1155 時時 3300 分分（（定定員員先先着着 4400 名名））  

講講師師：：松松田田雄雄一一郎郎氏氏・・松松田田芳芳広広氏氏（（漆漆職職人人））  

「「特特別別展展『『尾尾根根をを越越ええたた獅獅子子舞舞』』ギギャャララリリーートトーークク」」  

1122 月月 1166 日日（（日日））1133 時時 3300 分分～～1155 時時 3300 分分（（定定員員先先着着 4400 名名））  

講講師師：：当当館館学学芸芸員員  

※※申申しし込込みみはは、、1111 月月 2200 日日以以降降にに歴歴史史民民俗俗資資料料館館ままででごご連連絡絡下下ささいい。。  

※※会会場場はは各各回回ととももにに歴歴史史民民俗俗資資料料館館でですす。。  
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呂
山
、
越
生
・
日
高
、
山
麓
地
域
の
獅
子
舞
に
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承
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能
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父
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・ 

映
像
コ
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構
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横瀬町 芦ヶ久保の獅子舞の古頭 

受受
けけ
継継
がが
れれ
るる
獅獅
子子
頭頭  

坂戸市 北浅羽の獅子舞の古頭 

 
毛呂山町 大類大薬寺の雨乞い獅子 

秩父市 浦山の獅子舞の獅子頭 

三三
匹匹
のの
獅獅
子子  

乱乱
れれ
舞舞
うう

毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
今
秋
か
ら
埼
玉
県
で
最
も
身

近
な
無
形
民
俗
文
化
財
の
一
つ
「
獅
子
舞
」
の
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

 

埼
玉
県
で
主
に
行
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
は
、
三
匹
の
獅
子
が
登
場

す
る
「
三
匹
獅
子
舞
」
と
呼
ば
れ
る
獅
子
舞
で
、
県
内
で
お
よ
そ
二

百
箇
所
以
上
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
展
示
で
は
、
毛
呂
山
町
を
は
じ
め
と
し
た
山
麓
地
域
と
埼

玉
県
西
部
の
獅
子
舞
を
中
心
に
、
祭
礼
時
に
し
か
間
近
で
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
獅
子
頭
や
獅
子
の
太
鼓
、
ハ
イ
オ
イ
の
面
な
ど
獅
子
舞

に
関
わ
る
資
料
を
一
堂
に
展
示
し
、
獅
子
舞
に
ま
つ
わ
る
伝
承
な
ど

を
も
と
に
山
麓
地
域
の
獅
子
舞
の
特
徴
を
探
り
ま
す
。 


